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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体の正面側に、遊技メダルを投入するためのメダル投入口と、筐体内部から排出され
る遊技メダルを受け入れ可能なメダル受け皿とを少なくとも備え、
　前記筐体内部には、遊技メダルを払い出すための払い出し装置と、前記メダル投入口か
ら投入した遊技メダルを検知して適正なメダルを筐体内部のメダル貯留部に誘導するとと
もに不適正なメダルをキャンセル可能なメダル判別装置と、前記払い出し装置が払い出し
た遊技メダル及び前記メダル判別装置がキャンセルした遊技メダルを、前記メダル受け皿
に排出させるための内部排出通路とを少なくとも備える遊技機において、
　前記筐体の側面側には、蓋体により開閉自在な外部返却口が設けられ、
　この外部返却口は、前記蓋体を開いて開放することにより筐体外部から遊技メダルを投
入可能に形成されているとともに、前記内部排出通路における前記メダル判別装置と前記
メダル受け皿との間において前記内部排出通路に斜め上方から接続され前記内部排出通路
と外部返却口とを連結する外部返却通路を介して前記内部排出通路と連通し、
　前記外部返却通路と前記内部排出通路の接続口部の上部には、一端部が水平状態のヒン
ジに固定され他端部が回動自在となるように取り付けられた開閉体が設けられ、
　この開閉体は、
　常態においては、前記ヒンジに設けられたバネによってヒンジと反対側の他端部が前記
内部排出通路側に回動する方向に付勢されかつ前記他端部が前記内部排出通路の内壁面と
接触することにより、前記他端部がヒンジの高さよりも上側にならない回動位置で停止し
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ているとともに、前記メダル判別装置から前記内部排出通路に至る上方落下口を閉塞して
、前記外部返却口から前記メダル判別装置に連通する経路を遮断しており、
　前記メダル判別装置からキャンセルされた遊技メダルが落下してきたときには、遊技メ
ダルの重さにより、ヒンジと反対側の他端部が前記接続口部を塞ぐ方向に回動して、前記
上方落下口を開放するものの、前記外部返却口から前記上方落下口の開放部に至る経路の
障害となるように形成されていることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、スロットマシンなどのメダルを遊技媒体として投入する遊技機に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、スロットマシンなどのメダルを遊技媒体とする遊技機において、効率の良い
遊技を行いたいという要請、あるいは、なるべく遊技メダルに手を触れないで遊技を行い
たいという要請に基づき、本体の正面に一括投入口とメダル送り装置を備えた一括投入機
構を取り付け、遊技メダルを直接遊技機に供給可能にした遊技機用台間機（メダル貸し出
し機）が考案されている（特許文献１参照）。この遊技機用台間機に隣接設置される遊技
機（スロットマシン）は、メダル投入口に側方移送通路が設けられていて、一括投入機構
の一括投入口から一括投入された遊技メダルや、メダル貸出機から払い出される貸し出し
メダルを、投入移送通路（ノズル）を通じてスロットマシンに投入するように形成されて
いる。さらに、いったん一括投入機構に一括投入した遊技メダルをキャンセルしたり、投
入された異物を排出させるためのキャンセル開口を有する遊技機用台間機も考案されてい
る（特願２００４－１７９５７１）。
【特許文献１】特開２００５－１９２７２１号公報（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記したような遊技機用台間機においては、排出された排出物をどのように受け止める
のか、あるいは取り出すのかが課題となる。例えば、遊技終了時に一括投入機構内のメダ
ルをキャンセルしたい場合、遊技機用台間機に排出物取り出し口（受け皿を含む）が取り
付けられていると、スロットマシンのメダル受け皿のメダルと、排出物取り出し口のメダ
ルとを取り出さなければならず、手間がかかるという問題点がある。ここで、排出物取り
出し口からスロットマシンの下皿に向かうノズルを設けることも考えられるが、このよう
なノズルはスロットマシンの扉の開閉に支障がある。
　そこで、各請求項に記載された各発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、そ
の目的とするところは、次の点にある。
【０００４】
　すなわち、請求項１記載の発明は、隣接する遊技機用台間機から排出されるキャンセル
メダル等を遊技機の側面に設けられた受け入れ口から受け入れて受け皿に誘導可能であり
、かつ前扉の開閉に支障がなく、キャンセルメダル等の受け入れ口から異物が挿入される
などのゴト行為を防止可能な遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した各目的を達成するためになされたも
のであり、本願発明の特徴点を図面に示した発明の実施の形態を用いて、以下に説明する
。
　なお、括弧内の符号及び図面番号は、発明の実施の形態において用いた符号及び番号を
示し、本願発明の技術的範囲を限定するものではない。
　（請求項１）
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　（特徴点）
　請求項１記載の発明は、次の点を特徴とする。
【０００６】
　すなわち、請求項１記載の発明は、筐体(10)の正面側に、遊技メダルを投入するための
メダル投入口(12)と、筐体内部から排出される遊技メダルを受け入れ可能なメダル受け皿
（下皿15）とを少なくとも備え、前記筐体(10)内部には、遊技メダルを払い出すための払
い出し装置（ホッパーユニット18）と、前記メダル投入口(12)から投入した遊技メダルを
検知して適正なメダルを筐体内部のメダル貯留部（メダルタンク18A）に誘導するととも
に不適正なメダルをキャンセル可能なメダル判別装置（メダルセレクター17）と、前記払
い出し装置(18)が払い出した遊技メダル及び前記メダル判別装置(17)がキャンセルした遊
技メダルを、前記メダル受け皿(15)に排出させるための内部排出通路（通路本体79）とを
少なくとも備える遊技機（スロットマシン1）に係る。
【０００７】
　ここで、「遊技機」は、例えばスロットマシン(1)のように遊技メダルを遊技媒体とし
て投入する遊技機であって、「遊技機用台間機」を挟んで遊技場に並列設置されるもので
ある。遊技機としては、上記構成の他に、複数の図柄を表示した回転リールを備えるリー
ルユニット(13)や、電源装置や制御装置を有していてもよい。また、前記遊技機は、筐体
(10)の正面開口を開閉自在な前扉(11)を有していてもよく、この前扉(11)は、上扉(11A)
及び下扉(11B)に分割されていてもよい。
　前記メダル投入口(12)は、遊技機に遊技メダルを投入する部分であって、遊技メダルを
落とし込む孔などの開口部の他、遊技メダルを開口部に誘導するための通路や凹部も含む
。遊技メダルを上方から投入可能なスリットである上部投入開口(12A)や、遊技メダルを
側方から受け入れて前記上部投入開口(12A)に移送するための側方移送路(12B)を有してい
てもよい。
【０００８】
　前記「払い出し装置」は、遊技メダルを払い出すための装置であって、遊技メダルを貯
留可能なホッパーユニット(18)とすることができる。すなわち、「筐体内部のメダル貯留
部」は、このホッパーユニット(18)のメダルタンク(18A)であってもよい。
　前記「メダル判別装置」は、例えばメダルセレクター(17)であって、遊技メダルの真贋
を判定したり、投入メダルをカウントするためのものである。また、「不適正なメダルを
キャンセル」するとは、例えば投入された遊技メダルが不正なメダルである場合や、遊技
機がメダル受付状態にない場合に、メダル判別装置の内部の遊技メダルを、筐体内部のメ
ダル貯留部、例えばメダルタンク(18A)に誘導することなく、装置外に排出させることで
ある。
【０００９】
　前記内部排出通路(79)は、遊技機内部に設けられた遊技メダルが通過可能な、例えば上
下に開口部を有する箱状の通路であって、遊技機外部に排出する遊技メダルをメダル受け
皿(15)に誘導するためのものである。
　そして、本発明に係る遊技機は、前記筐体(10)の側面側には、蓋体（サイドポケット60
）により開閉自在な外部返却口（側面開口100）が設けられ、この外部返却口(100)は、前
記蓋体(60)を開いて開放することにより筐体外部から遊技メダルを投入可能に形成されて
いるとともに、前記内部排出通路(79)における前記メダル判別装置(17)と前記メダル受け
皿(15)との間において前記内部排出通路(79)に斜め上方から接続され内部排出通路(79)と
外部返却口(100)とを連結する外部返却通路(側方連結路73)を介して前記内部排出通路と
連通している。また、前記外部返却通路(73)と前記内部排出通路(79)の接続口部の上部に
は、一端部がヒンジに固定され他端部が回動自在となるように取り付けられた開閉体（開
閉扉75）が設けられている。そして、この開閉体(45)は、常態においては、前記ヒンジに
設けられたバネによって常時上方向に付勢されていることにより、ヒンジと反対側の他端
部がヒンジの高さよりも上側にならない回動位置で停止しているとともに、前記メダル判
別装置(17)から前記内部排出通路(79)に至る上方落下口(78)を閉塞して、前記外部返却口
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(100)から前記メダル判別装置(17)に連通する経路を遮断しており、前記メダル判別装置(
17)からキャンセルされた遊技メダルが落下してきたときには、遊技メダルの重さにより
、ヒンジと反対側の他端部が前記接続口部を塞ぐ方向に回動して、前記上方落下口(78)を
開放するものの、前記外部返却口(100)から前記上方落下口(78)の開放部に至る経路の障
害となるように形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　そして、本発明に係る遊技機は、前記筐体(10)の側面側には、蓋体（サイドポケット60
）により開閉自在な外部返却口（側面開口100）が設けられ、この外部返却口(100)は、前
記蓋体(60)を開いて開放することにより筐体外部から遊技メダルを投入可能に形成されて
いるとともに、前記内部排出通路(79)における前記メダル判別装置(17)と前記メダル受け
皿(15)との間において前記内部排出通路(79)に斜め上方から接続され内部排出通路(79)と
外部返却口(100)とを連結する外部返却通路(側方連結路73)を介して前記内部排出通路と
連通している。また、前記外部返却通路(73)と前記内部排出通路(79)の接続口部の上部に
は、一端部が水平状態のヒンジに固定され他端部が回動自在となるように取り付けられた
開閉体（開閉扉75）が設けられている。そして、この開閉体(75)は、常態においては、前
記ヒンジに設けられたバネによってヒンジと反対側の他端部が前記内部排出通路(79)側に
回動する方向に付勢されかつ前記他端部が前記内部排出通路(79)の内壁面と接触すること
により、前記他端部がヒンジの高さよりも上側にならない回動位置で停止しているととも
に、前記メダル判別装置(17)から前記内部排出通路(79)に至る上方落下口(78)を閉塞して
、前記外部返却口(100)から前記メダル判別装置(17)に連通する経路を遮断しており、前
記メダル判別装置(17)からキャンセルされた遊技メダルが落下してきたときには、遊技メ
ダルの重さにより、ヒンジと反対側の他端部が前記接続口部を塞ぐ方向に回動して、前記
上方落下口(78)を開放するものの、前記外部返却口(100)から前記上方落下口(78)の開放
部に至る経路の障害となるように形成されていることを特徴とする。
                                                                                
【００１１】
　（作用）
　本発明に係る遊技機(1)を遊技機用台間機(2)に隣接設置し、蓋体(60)を開いて外部返却
口(100)を開放させるとともに、外部返却口(100)と遊技機用台間機(2)の「メダル排出部
」とを所定の方法、例えばダクトを接続して連結する。これにより、「メダル排出部」は
外部返却口(100)を通して遊技機(1)内部の内部排出通路(79)と連通する。遊技機用台間機
(2)の「メダル排出部」から排出される遊技メダルその他の排出物は、外部返却口(100)及
び内部排出通路(79)を介して、遊技機のメダル受け皿(15)に排出される。
　本発明によれば、例えば遊技機用台間機(2)としてのメダル貸出機の、遊技者に貸し出
す遊技メダルを払い出すための貸し出しメダル排出口と外部返却口(100)とを連結するこ
とにより、メダル貸出機から貸し出される遊技メダルを手で触れることなく遊技機(1)の
メダル受け皿(15)に移動できる。また、遊技機(1)に遊技メダルを一括投入するための一
括投入機構(3)を備えた遊技機用台間機(2)の、一括投入機構(3)のキャンセル開口(39)と
外部返却口(100)とを連結することにより、一括投入機構(3)の内部に残留している遊技メ
ダルを取り出したり、機構内部に紛れたゴミなどを取り出す場合に、通常はその前面が遊
技機(1)よりも奥側に位置している遊技機用台間機(2)の方に手を伸ばしてキャンセルされ
た遊技メダル等を取り出す必要がない。
【００１２】
　また本発明は、外部返却口(100)を設けたことにより、遊技機内部への異物（例えば針
金など）の挿入が容易に行われる可能性に鑑み、いわゆるゴト対策として、不正防止手段
を設けたものである。
　上記したように形成することにより、進入してきた異物は開閉体(75)に邪魔されて上方
向には進行できず、メダル排出通路(79)の上方にあるメダル判別装置に接触してメダルセ
ンサなどに不正をはたらくことはできなくなる。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下のような効果を有する。
すなわち、請求項１記載の発明によれば、隣接する遊技機用台間機から排出されるキャン
セルメダル等を遊技機の側面に設けられた受け入れ口から受け入れて受け皿に誘導可能で
あり、かつ前扉の開閉に支障がなく、キャンセルメダル等の受け入れ口から異物が挿入さ
れるなどのゴト行為を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の最良の実施形態を、遊技機としてスロットマシン、遊技機用台間機としてメダ
ル貸出機を例に、図面に基づき説明する。
　（図面の説明）
　図１乃至図７は、本発明の実施の形態を示すものである。
　図１は一括投入機構３及びメダル投入口12の拡大斜視図、図２はスロットマシン１及び
メダル貸出機２の外観斜視図、図３は下扉を開いたスロットマシン１の斜視図、図４はサ
イドポケット60の拡大斜視図、図５は一括投入機構３の縦断面図、図６及び図７はメダル
排出通路70の部分断面図である。
【００１５】
　本実施の形態におけるメダル貸出機２は、スロットマシン１に隣接して設置され、一台
のスロットマシンに一機ずつ対応するように設けられている。
　（スロットマシン１）
　スロットマシン１は、図２に示すように、正面側が開口する箱形の筐体10と、この筐体
10の正面開口を塞ぐ前扉11を有している。そして、前扉11は、筐体10の上部開口を開塞自
在な上扉11Aと、筐体の下部開口を開塞自在な下扉11Bとから構成されている。
　また、前記筐体10の上部開口内には、複数の回転リールを有するリールユニット13と、
特に図示しないが、スロットマシン１の作動を制御するための制御装置が内蔵されており
、筐体10の下部開口内には、遊技メダルを貯留するメダルタンク18Aを備えるとともに、
メダルタンク18Aに貯留された遊技メダルを払い出すためのホッパーユニット18が設置さ
れている（図３参照）。
【００１６】
　前記上扉11Aは、筐体10の側板にヒンジ部を介して回動自在かつロック可能に形成され
ている板状の扉である。そして略中央部に回転リールの図柄を正面側から見ることができ
る図柄表示窓14を有し、周囲には入賞の報知その他の演出時にランプが点滅する飾り部が
設けてある。
　前記下扉11Bは、上扉11Aよりも幅厚の扉であり、筐体10の側板にヒンジ部を介して回動
自在かつロック可能に形成されているものである。下扉11Bの上部は、スロットマシンを
作動させるための操作部16となっており、下扉11Bの上面は、閉扉時においては上扉11Aよ
りも手前側に張り出すようになっている。また、下扉11Bの下部には、遊技メダルを溜め
ておくための下皿15と、ホッパーユニット18から払い出される遊技メダルを下皿15に排出
するための下皿排出口19が形成されている。そして、前記下皿15と前記操作部16の間には
、遊技内容その他の表示をするための前パネルが嵌め込まれている。
【００１７】
　ここで、前記操作部16としては、下扉40の上面右端にメダル投入口12が形成されており
、上面左側にはベットスイッチが、下扉40の正面にはスタートスイッチ、ストップスイッ
チ、精算スイッチ及び鍵穴が設けられている。なお、ベットスイッチとは、貯留メダルを
メダル投入に代えるためのものであり、スタートスイッチ及びストップスイッチは、回転
リールの回転を開始及び停止させるためのものである。
　また、鍵穴は、前扉11を解錠するためのものであり、この穴に所定の鍵を差し込んで回
すと、下扉11Bのロックが解除されるものである。ここで、前記上扉11Aは、下扉11Bを開
かないと解錠及び開放ができないようになっている。具体的には、特に図示しないが、上
扉11Aの下端は閉扉時において下扉11Bの上端よりも下側になるよう形成されており、上扉
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11Aのロック解除装置は下扉11Bを開くことにより操作可能になっている。このように形成
することにより、あまり人目に触れられたくない制御装置が内部に設置されている上扉11
Aを閉じたままで、メダル補給などにより遊技者の目の前で頻繁に開放する必要がある下
扉11Bを開閉することができる。また、上扉11Aを解錠するためには下扉11Bを開放しなけ
ればならないので、制御装置に不正なＲＯＭを取り付ける等の不正行為をし難くなる。
【００１８】
　前記メダル投入口12は、図１に示すように、上方から遊技メダルを一枚ずつ投入可能な
スリット状の上方投入開口12Aと、上方投入開口12Aの側方に連通する側方移送路12Bとを
有している。この側方移送路12Bは、上方投入開口12Aから正面右側（メダル貸出機２側）
に延設された樋状の通路であって、後述するメダル貸出機２のノズル部40から送られてく
る遊技メダルを受け入れ、上方投入開口12Aに移送するためのものである。
　さらに、下扉11Bの裏面側には、図３に示すように、前記メダル投入口12から投入され
たメダルを誘導しながらメダルの正偽を判断するためのメダルセレクター17が設けられて
いる。また、メダルセレクター17の下方には、メダルセレクター17によりキャンセルされ
たメダル及びホッパーユニット18から払い出されるメダルを前記下皿排出口19（図２参照
）に誘導するためのメダル排出通路70が設けられている。
【００１９】
　ここで、メダル排出通路70は、肉薄板金により形成された箱状の通路であって、通路本
体79に、メダルセレクター17の下方に位置しメダルセレクター17から落下するキャンセル
メダルを受け入れ可能な上部開口71と、メダル排出通路70の裏側（背面側）下方に設けら
れ閉扉時に前記ホッパーユニット18のメダル排出口と合致する背面開口72が設けてある。
さらに、通路本体79のメダル貸出機２側の側面には、下扉11Bの側面に設けられたサイド
ポケット60と連結する側方連結路73が設けられている。
　なお、サイドポケット60は、メダル貸出機２から排出されるキャンセルメダルその他の
排出物を受け入れ、受け入れたメダル等を側方連結路73及び下皿排出口19を介して下皿15
に誘導するためのものであるが、これについては後述する。
【００２０】
　そして、スロットマシン１は、メダル投入口12から遊技メダルを投入し、スタートスイ
ッチの操作により回転リールを回転させ、ストップスイッチの操作により回転リールを停
止させ、このとき、複数の回転リールに表示された図柄が所定の位置態様に停止すると入
賞となり、所定枚数のメダルがホッパーユニット18から下皿15に払い出されるように形成
されているものである。
　なお、特に図示しないが、前記リールユニット13及び制御装置を少なくとも搭載した方
形枠状の支持体に、ヒンジ部を介して上扉11Aを回動自在に取り付け、前記支持体を筐体1
0に対して着脱自在に形成してもよい。そして、支持体を筐体10固定した状態で、上扉11A
が筐体10の開口上部を開閉自在かつロック可能に形成する。このように形成した場合には
、いわゆる「面替え」の際、筐体10とそれに設置されているホッパーユニット18や電源ユ
ニット及びスロットマシン１の操作部16を有する下扉11Bを据え置いたまま、遊技内容変
更に伴い交換が必要なリールユニット13及び制御装置及び上扉11Aのみを交換することが
できる。
【００２１】
　（サイドポケット60）
　サイドポケット60は、図１及び図４に示すように、下扉11Bの側面に軸支部69を中心に
揺動自在に取り付けられた正面板61及び側面板62を有する蓋体であり、下扉11Bのメダル
投入口12側の側面に形成された外部返却口としての側面開口100を開閉自在に形成されて
いる。
　前記正面板61は、方形の板部材であり、外周寸法が側面開口100よりもやや大きく形成
されている。すなわち、正面板61の正面側の左右の側端部及び上端部には張り出し部66が
形成されており、正面板61が下扉11Bの側面と平行となる位置にあるとき（サイドポケッ
ト60を閉じたとき。図３参照）には、この張り出し部66が側面開口100の周囲に当接し、
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側面開口100を表面から覆い隠すようになっている。また正面板61の表面側の上端寄りに
は手指を引っかけることができる取手63が形成されているとともに、正面板61の上面には
、上方に開口し、下扉11Bに設けられたロック68の係止片68Aが係合可能なる係止孔64が設
けられている。
【００２２】
　ここで、ロック68は、鍵穴に所定の鍵を差し込んで回転させることにより係止片68Aが
回転するように形成されたものであり、サイドポケット60を閉じた状態で係止片68Aを係
止孔64に係合させることにより、サイドポケット60が開かないようにロックすることがで
きるものである。ロック68は、サイドポケット60を使用しないとき、すなわち後述するよ
うな構成を有するメダル貸出機２が隣接設置されていない場合に、側面開口100から針金
などの異物を差し込まれないようにするためのものである。
　前記側面板62は、前記正面板の裏面側端部からは裏面側に向かって突設された相対向す
る略三角形状の板部材である。この側面板62の下端部には、軸方向が左右方向に形成され
た軸支部69が設けられているとともに、側面板62の背面部には、側方及び上方に張り出す
ストッパー65が形成されている。ストッパー65は、正面板61が軸支部69を中心に外側に回
動したとき（サイドポケット60が開いたとき。図１参照）には、側面開口100の周囲に下
扉11Bの側面裏側から当接し、サイドポケット60が外側に抜けてしまわないように係止す
るためのものである。
【００２３】
　そして、サイドポケット60は、図４に示すように、前記した開いた状態において、側面
開口100と連通する上側開口部67を形成する。さらに、側面開口100の内側には、図１及び
図３に示すように、メダル排出通路70の側方連結路73の端部が接続されており、上側開口
部67は、側面開口100及び側方連結路73を経て下皿排出口19に連通するようになっている
。
　ここで、側方連結路73とメダル排出通路70の通路本体79の分岐点には、図６に示すよう
に、側方連結路73の反側面開口100側の開口である側方連結出口77を上側から覆う屋根部7
4を形成してもよい。この屋根部74は、上側開口部67や側面開口100から針金などが挿入さ
れた場合に、それらの異物が側方連結路73から上部開口71を経てメダルセレクター17に到
達し、メダルセンサなどに悪戯されないようにするための不正防止手段である。すなわち
、側方連結路73を通して進入した異物は、その先端部の進行が屋根部74に邪魔されるため
進路が下向きになり、上部開口71の上方にあるメダルセンサ17には到達できないものであ
る。
【００２４】
　なお、図示した例では、上記屋根部74は、単に側方連結出口77の上部から板材を延出さ
せたものであるが、この板材の先端部を下方に折り曲げ加工し、挿入される異物の先端を
下方向に誘導しやすくしてもよい。
　なお、不正防止手段としては、上記した屋根部74の他に、図７(Ａ)に示すような開閉扉
75を設けてもよい。開閉扉75は、側方連結出口77の上部にヒンジを介して揺動自在に取り
付けられた板であり、常態においては自重で垂下し、側方連結出口77を塞いでいる。そし
て、上側開口部67から受け入れた遊技メダルや、側面開口100から挿入された針金などが
側方連結出口77を通過するときには、それらの通過物におされて内側に回動し、側方連結
出口77を開くようになっている。一方、側方連結出口77の上側には、メダルセレクター17
から上部開口71を経てメダル排出通路70の通路本体79の下部開口（例えば下皿排出口19）
に連通する通路を形成する上方落下口78に、前記開閉扉75に向かって斜め下向きに突設さ
れた板状の突片76が形成されている。そして、開閉扉75が閉じて側方連結出口77を塞いで
いるときには、上方落下口78が開放されて、上部開口71と通路本体79の下部とが連通し、
開閉扉75が開いて側方連結出口77が開放されているときには、上側に回動した開閉扉75と
突片76とにより上方落下口78が塞がれて、上部開口71は側方連結出口77と連通しないよう
になっている。従って、側方連結路73を通して進入した異物は、異物自らの進入により開
いた開閉扉75及び突片76にその先端部の進行を邪魔されるため進路が下向きになり、上部
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開口71の上方にあるメダルセンサ17には到達できないものである。
【００２５】
　本実施の形態における不正防止手段は、上記したものとは逆に、図７（Ｂ）に示すよう
に、開閉扉75が常態において上方落下口78を塞ぐように形成してある。すなわち、開閉扉
75はヒンジ部分に設けられたバネにより常時上方向に付勢されているとともに、実線にて
図示した位置よりも上側には回動しないように形成されている。すなわち、開閉扉75のヒ
ンジと反対側の端部がヒンジよりも上側にならない回動位置で停止するようになっている
。この場合、開閉扉75は屋根部74としても機能することとなる。そして、上部開口71から
遊技メダルが落下してきた場合には、開閉扉75はメダルの重さによりバネの付勢力に抗し
て反ヒンジ側の端部が下側に回動し、上方落下口78が開放され、側方連結出口77が開閉扉
75によって塞がれる。すなわち、開閉扉75自体が、側面開口100から上方落下口78の開放
部に至る経路の障害となるようになっている。
【００２６】
　（メダル貸出機２）
　メダル貸出機２は、図１に示すように、スロットマシン１の右側に隣接して設置される
箱型の装置であって、金銭と引き替えに遊技メダルを貸し出すと共に、貸し出しメダル及
び遊技者がスロットマシン１に投入するメダルをスロットマシン１のメダル投入口12に移
送するためのものである。すなわち、メダル貸出機２は、図２に示すように、外箱20に、
紙幣カウンター22及び貸し出しメダル払い出し装置23が内蔵されているとともに、正面側
には一括投入機構３が取り付けられているものである。
　紙幣カウンター22は、外箱20の正面下方に設けられた紙幣投入口21から投入された紙幣
を読み取って、投入金額に応じた枚数の遊技メダルを貸し出しメダル払い出し装置23に払
い出させるためのものである。なお、メダル貸出機としては、紙幣投入口21及び紙幣カウ
ンター22の他に、硬貨投入口や硬貨カウンター、釣り銭払い出し口などを有していてもよ
い。また、プリペイドカード投入口とカードリーダーを有していてもよい。
【００２７】
　貸し出しメダル払い出し装置23は、遊技メダルを払い出すためのいわゆるホッパー装置
であり、特に図示しないが、遊技メダルを貯留しておくためのタンクと、タンクに貯留さ
れている遊技メダルを一枚ずつ排出可能な送り出し円板を有している。送り出し円板は、
駆動モータに回転可能に軸止されており一枚の遊技メダルが嵌入可能な孔が形成されてい
る。そして、この孔に入った遊技メダルを、回転に伴い一枚ずつ装置の外に排出するよう
になっている。また、貸し出しメダル払い出し装置23には排出メダルをカウントするため
のセンサが設けられていて、投入金額分の遊技メダルを払い出したら駆動モータが停止す
るように形成されている。
【００２８】
　（一括投入機構３）
　一括投入機構３は、前記貸し出しメダル払い出し装置23から払い出される遊技メダル、
及び遊技者が投入する遊技メダルを、スロットマシン１のメダル投入口12に一括投入する
ための機構である。
　具体的には、一括投入機構３は、図２及び図５に示すように、大きく分けて、メダル貸
出機２の外箱20の正面に取り付けられた本体カバー30と、本体カバー30の内部に設けられ
たメダル送り装置50と、本体カバー30の正面側に取り付けられたノズル部40とから構成さ
れている。
【００２９】
　（本体カバー30）
　本体カバー30は、図２に示すように、メダル貸出機２の外箱20の正面略中央部から手前
側に突出する箱形部材であり、上方に開口する一括投入開口31が形成されている。また、
図４に示すように、一括投入開口31の手前側には平坦部32が形成されており、ここにはメ
ダル送り装置50を作動及び作動停止させるためのタッチセンサが敷設されている。そして
、平坦部32に手を触れることにより、メダル送り装置50の駆動モータ55が駆動し、平坦部



(9) JP 4484802 B2 2010.6.16

10

20

30

40

50

32に触れている手を離すことにより、メダル送り装置50の駆動モータ55が駆動を停止する
ようになっている。なお、メダル送り装置50を作動させる手段としては、タッチセンサに
限られず、ボタン式のスイッチやその他の操作手段を設けてもよい。また、駆動モータ55
の駆動を開始させるためのスイッチと、駆動を停止させるためのスイッチを別々に設けて
もよいものである。
【００３０】
　さらに、図５に示すように、前記一括投入開口31の奥側には、上方に開口し内部におい
て一括投入開口31と連通する払い出し通路38が設けられている。また、本体カバー30の前
方下部には、メダル送り装置50が内蔵されており、メダル送り装置50の正面側は、メダル
送り装置50により送り出されたメダルをノズル部40に一枚ずつ排出するためのメダル送出
部37となっている。そして、前記払い出し通路38を形成する内壁の底部には、排出装置80
が設けられている。
　ここで、排出装置80は、ソレノイド81の作動で開閉板82を開閉させることにより、装置
内部の遊技メダルや異物などを、本体カバー30の底面に形成されたキャンセル開口39から
排出させることができるようになっている。排出装置80は、例えば図示しないリセットス
イッチの操作により開閉板82が開くように形成することができる。そして、本体カバー30
の底部奥側には、キャンセル開口39から排出される異物やキャンセルメダルを、隣接する
スロットマシン１のサイドポケット60に誘導するための排出ダクト90が形成されている。
【００３１】
　排出ダクト90は、例えばフレキシブルホースであり、その下端部が、隣接するスロット
マシン１のサイドポケット60を開いたときに開口する側開口部67にすっぽり入れることが
できるようになっている。なお特に図示しないが、排出ダクト90の下端部に、サイドポケ
ット60から外れないためのフックを設けてもよい。また、排出ダクト90は本体カバー30に
固定されていてもよいし、着脱自在に取り付けられていてもよい。
　前記一括投入開口31は、投入される遊技メダルを受け入れるための開口であり、開口幅
のほぼ中央部に、横方向に亘って設けられた仕切棒を有している。これは、投入される遊
技メダルを、極力同一方向に揃えるためである。すなわち、この仕切棒があることにより
、遊技メダルが縦向き（メダルの表裏面が左右方向となる向き）で投入されることがない
ので、ランダムに投入される遊技メダルの向きを、横向き（メダルの表裏面が前後方向と
なる向き）にして落下させるようになるものである。このように落下した場合には、メダ
ルの向きが揃っているので、一括投入開口31の下方に位置する空間であるメダル貯め部33
に、遊技メダルが平積みとなるよう貯留させることができ、メダル送り装置50により搬送
しやすくなる。
【００３２】
　また、図５に示すように、一括投入開口31の手前側端部には、本体カバー30の内部空間
を、一括投入開口31の下方に位置するメダル貯め部33と、メダル貯め部33よりも手前側に
位置するメダル戻り部34とに分ける移動調整弁35が取り付けられている。移動調整弁35は
、メダル貯め部33からメダル戻り部34へのメダル移動を阻止し、メダル戻り部34からメダ
ル貯め部33へのメダル移動は適宜許容することにより、メダル送り装置50によるメダル移
送をスムーズに行わせるためのものである。
　前記払い出し通路38は、メダル貸出機２の貸し出しメダル払い出し装置23から貸し出さ
れる遊技メダルを受け入れて、前記メダル貯め部33に誘導するためのものである。払い出
し通路38の底面は、奥側から手前側に向かって下り傾斜となっており、傾斜の前端部が開
閉板82によって開閉可能に形成されている。開閉板82が閉じているときには、メダル貯め
部33に遊技メダルが貯留され、開閉板82が開いた場合には、メダル貯め部33又はメダル送
り装置50の搬送ベルト53上にあるゴミなどの異物や遊技メダルは、キャンセル開口39から
落下する。なお、キャンセル開口39から落下した異物や遊技メダルは、排出ダクト90を通
ってスロットマシン１に直接移送されるようになっている。
【００３３】
　（メダル送り装置50）
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　メダル送り装置50は、本体カバー30の前方下部に内蔵されており、メダル貯め部33に投
入又は払い出された遊技メダルを、水平状態（遊技メダルの表裏面が上下となる状態）で
一枚ずつ、ノズル部40へと送り出すためのものである。具体的には、メダル送り装置50は
、図５に示すように、一対のローラ51と、ローラ51に掛け渡された搬送ベルト53と、搬送
ベルト53の手前側上方に送出間隙54をあけて設置された逆転ローラ52と、ローラ51,52を
回転させるための駆動モータ55を有している。
　前記ローラ51は、正面側から見て前後に並列して設けられている。また、前記搬送ベル
ト53は、二つのローラ51に掛け渡された平ベルトであり、表面にはゴム等を被覆して、遊
技メダルとの摩擦抵抗を大きくするよう形成してある。そして、手前側のローラ51の方が
、奥側のローラ51よりも若干高い位置に取り付けられているので、搬送ベルト53の上面は
手前側に向かってやや上り傾斜となっており、ローラ51を図５に示す黒矢印の方向に回転
させることにより、搬送ベルト53の上面が手前側に移動するようになっている。
【００３４】
　前記ローラ51と逆転ローラ52は、伝達手段により同時に回転するようになっている。伝
達手段は、特に図示しないが、駆動モータ55の駆動軸、ローラ51、逆転ローラ52にそれぞ
れ設けられたギヤと、これらの各ギヤを連結するベルトであって、逆転ローラ52はローラ
51と同方向に回転するので、搬送ベルト53の上面の進行方向と、逆転ローラ52の下側面の
移動方向とが逆になる。また、ローラ51と逆転ローラ52の直径の違いにより、逆転ローラ
52の線速（ローラ表面の移動速度）の方が、ローラ51の線速よりも早くなるように形成さ
れている。
　そして、逆転ローラ52の下端と搬送ベルト53の上面との間には、遊技メダル一枚の厚み
よりも大きく、遊技メダル二枚分の厚みよりは小さい送出間隙54が形成されている。これ
により、搬送ベルト53の上面に乗っている遊技メダルを、一枚ずつ手前側に送り出すとと
もに、搬送ベルト53の上方であって逆転ローラ52の後方にある遊技メダルをメダル戻り部
34に蹴り出すようになっている。
【００３５】
　なお、本実施の形態における逆転ローラ52には、断面略台形の撹拌溝が軸方向に沿って
形成されている。撹拌溝は、溝の端部で遊技メダルを引っ掛けるようにして、搬送ベルト
53の上方に積み重なった遊技メダルを効果的に後方に蹴り上げる役割を果たすものである
。
　搬送ベルト53の前方側は、ノズル部40のメダル受け口41と近接しており、ベルト上面に
乗っている遊技メダルは、前記送出間隙54を潜ってメダル送出部37からノズル部40へと運
ばれる。
　（ノズル部40）
　ノズル部40は、前記メダル送り装置50から送り出された遊技メダルをスロットマシン１
のメダル投入口12に移送するための投入移送通路である。そして、ノズル部40は、図１及
び図５に示すように、メダル送り装置50によりメダル送出部37から排出される遊技メダル
を受け入れるメダル受け口41と、遊技メダルをメダル投入口12に向けて排出するメダル排
出口43と、メダル受け口41から受け入れた遊技メダルをメダル排出口43に誘導するメダル
移送路42を備えている。
【００３６】
　前記メダル受け口41は、図５に示すように、下方から上方に向かって奥方向に湾曲する
湾曲部を有し、この湾曲部がメダル送出部37と連通しており、メダル送出部37から排出さ
れる遊技メダルをスムーズに受け入れ可能としている。
　前記メダル移送路42は、遊技メダルが通過可能な断面長方形状の通路であり、特に図示
しないが、メダル受け部41からメダル排出口43にかけてＬ字型に屈曲している。そして、
メダル受け口41の下側には、メダル移送路42を挟んで相対向するよう、メダル検知センサ
44が設けられている。メダル検知センサ44は、受光部及び発光部を有する遮光センサであ
り、発光部の発光が遮られることにより遊技メダルの通過を検知するものである。
【００３７】
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　そしてノズル部40は、メダル移送路42がスロットマシン１のメダル投入口12の側方移送
路12Bとほぼ一直線上に配置されるよう設置される。すなわち、メダル排出口43から排出
された遊技メダルがそのまま側方移送路12Bに転送されるようになっている。
　なお、特に図示しないが、ノズル部40の設置位置を前後方向又は上下方向に微調整可能
なノズル位置調整手段を設けると、スロットマシン１の新台設置の際の僅かな位置ずれや
寸法誤差を吸収することができる。ノズル位置調整手段としては、例えばノズル部40と本
体カバー30のいずれかに上下又は左右方向に設けたスライドレールと、このスライドレー
ルに係合可能な係合部とすることができる。そして、ノズル部40が適切な設置位置に配置
されたら、ビスなどにより本体カバー30に固定すればよい。
【００３８】
　（遊技メダルの移送とキャンセルメダルのスロットマシン１への移送）
　上記構成を有するメダル貸出機２とスロットマシン１との間の遊技メダルの移送過程を
説明する。
　まず、一括投入開口31から遊技メダルを投入すると、遊技メダルは搬送ベルト53の後方
部上面と開閉板82の上面に積み重なるように落下し、メダル貯め部33に貯留される。また
、メダル貸出機２に紙幣を投入した場合には、貸し出しメダル払い出し装置23から遊技メ
ダルが払い出され、払い出し通路38を通ってメダル貯め部33に貯留される。次に、一括投
入口31の手前の平坦部32を手で触れると、タッチセンサが反応して、メダル送り装置50が
作動を開始する。すなわち、駆動モータ55が駆動して、搬送ベルト53が前方に回転開始す
る。
【００３９】
　搬送ベルト53が移動開始すると、搬送ベルト53の後方部上面に乗っている遊技メダルが
前方に移動し、その上方に貯まっているメダルも引きずられて、移動調整弁35の下方を潜
ってメダル戻り部34に移動する。
　搬送ベルト53により前方に移送された遊技メダルのうち、搬送ベルト53の上面に乗って
いる遊技メダルは、搬送ベルト53と逆転ローラ52の下面との間の送出間隙54をすり抜けて
、一枚ずつ、メダル送出部37へと移送される。一方、搬送ベルト53の上方に重なっている
遊技メダルは、逆転ローラ52と接触することにより、逆転ローラ52に設けられた撹拌溝に
引っかかり、上方後部のメダル戻り部34に蹴り戻される。
【００４０】
　メダル送り装置50から送り出された遊技メダルは、メダル送出部37から排出され、ノズ
ル部40の湾曲部に誘導されつつメダル受け口41に入り、メダル移送路42を通ってメダル排
出口43から排出される。メダル排出口43はスロットマシン１のメダル投入口12の側方移送
路12Bと位置あわせされているので、遊技メダルは側方移送路12Bを通って、上部投入開口
12Aに投入される。
　ところで、投入された遊技メダルを全て移送し終える前にメダル送り装置50の作動を停
止させた場合（タッチセンサから手を離した場合）には、搬送ベルト53の上面やメダル貯
め部33に遊技メダルが残留したままとなる。この場合、遊技を終了するなどにより、残留
している遊技メダルをスロットマシン１に投入したくない場合には、所定のリセットスイ
ッチを操作する。すると、排出装置80のソレノイド81が作動して開閉板82を開くとともに
、メダル送り装置50の駆動モータ55が逆転駆動する。これにより、搬送ベルト53の上面に
ある遊技メダルは後方に移動し、開閉板82が開くことにより、メダル貯め部33の底部に開
口するキャンセル開口39から下方に落下する。メダル貯め部33に貯留されていた遊技メダ
ルも、同様にキャンセル開口39から落下する。なお、一括投入機構３の内部に、ゴミなど
の異物が混入した場合にも、上記と同様にして、排出させることができるのは言うまでも
ない。
【００４１】
　このようにして一括投入機構３から排出された遊技メダル等は、排出ダクト90を通って
スロットマシン１のサイドポケット60に誘導される。そして、側方連結路73を経て下皿排
出口19から下皿15に排出される。下皿15に排出された遊技メダルは、再び一括投入開口31
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やメダル投入口12からスロットマシン１に投入してもよいし、遊技を終了する場合には下
皿15に溜まっている遊技メダルと一緒にドル箱に移し替えてメダルカウンターに持って行
けばよい。また、内部の異物が排出された場合にも下皿15に排出されるので、下皿15から
異物を取り出せばよい。
　そして、スロットマシン１の下扉11Bを開く場合には、排出ダクト90をサイドポケット6
0の上側開口部67から引き抜けば、下扉11Bの開閉に支障がない。
【００４２】
　このように、本実施の形態によれば、メダル貸出機２からキャンセルされた遊技メダル
や異物が、スロットマシン１の下皿15に排出されるので、遊技メダル等をメダル貸出機２
から取り出す手間が無く遊技を効率よく行うことができると共に、遊技を終了しスロット
マシンを離れる際にも下皿15にある遊技メダルを取り出すだけでよいので、迅速に移動が
できる。そして、メダル貸出機２に設けた排出ダクト90をスロットマシン１のサイドポケ
ット60に連接するようにしてあるとともに、サイドポケット60を開閉自在かつロック可能
に形成してあるので、隣接するメダル貸出機２に排出ダクト90が備えられていない場合に
は、サイドポケット60を閉じてロックしておけば、サイドポケット60が邪魔にならず、サ
イドポケット60を通してのスロットマシン１の内部へのゴト行為を抑制することができる
。
【００４３】
　また、サイドポケット60から受け入れた遊技メダル等を、スロットマシン内部の既存の
メダル排出通路70を利用して下皿排出口15から排出させるようにしてあるので、サイドポ
ケット60とメダル排出通路70の間に側方連結路73を設けるだけでよく、経済的であるとと
もに、スロットマシン１の外観上の見栄えも損なわない。さらに、側方連結路73とメダル
排出通路70の通路本体79との接続部分には、屋根部74や開閉扉75などの不正防止手段が設
けてあるので、例えば排出ダクト90のサイドポケット60への装着時に、上側開口部67と排
出ダクト90の隙間から針金などの異物が挿入された場合でも、不正防止手段に阻まれてメ
ダルセレクター17に異物が到達することがなく、よりゴト防止機能に優れているものであ
る。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、側面開口100と通路本体79との間に側方連結路73を設けて側
面開口100と下皿排出口19とを連通させているが、側方連結路73は必ずしも設けなくても
よく、側面開口100と通路本体79の側面に設けた開口部とが直接連通するようにしてもよ
い。
　また、本実施の形態では、遊技機用台間機として一括投入機構３を備えたメダル貸出機
２を用い、一括投入機構３からキャンセルされる遊技メダル等をサイドポケット60で受け
入れるようにしたが、本発明に係るスロットマシン１のサイドポケット60は、一括投入機
構３を有しないメダル貸出機が隣接している場合にも使用することができる。すなわち、
メダル貸出機の貸し出しメダル払い出し口から払い出される遊技メダルを、外部連結通路
（ダクト）によりサイドポケット60に誘導するようにしてもよいものである。このように
形成すれば、メダル貸出機から払い出された遊技メダルをスロットマシン１の下皿15に手
で移し替える必要がないという利点がある。
【００４５】
　さらに、本実施の形態では、サイドポケット60を下扉11Bの側面に設けてあるが、本発
明は、前扉が上下に分割されていないスロットマシンに用いることもできる。また、サイ
ドポケット60を筐体10の側面に設けてもよい。そして、本発明は、スロットマシンに限ら
れず、メダルを遊技媒体として投入する遊技機にも応用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の実施の形態であって、メタル投入口及び一括投入機構の拡大斜視図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態であって、スロットマシン及びメダル貸出機の斜視図である
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【図３】本発明の実施の形態であって、下扉を開けたスロットマシン及びメダル貸出機の
斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態であって、サイドポケットの拡大斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態であって、一括投入機構の断面図である。
【図６】本発明の実施の形態であって、メダル排出通路の部分断面図である。
【図７】本発明の実施の形態であって、メダル排出通路の部分断面図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１　スロットマシン（遊技機）
　10　筐体　　　　　　　　　　　　　11　前扉
 11A　上扉　　　　　　　　　　　　 11B　下扉
　12　メダル投入口　　　　　　　　 12A　上部投入開口
 12B　側方移送路　　　　　　　　　 12C　側端部
　13　リールユニット　　　　　　　　14　図柄表示窓
　15　下皿　　　　　　　　　　　　　16　操作部
　17　メダルセレクター（メダル判別装置）
　18　ホッパーユニット（払い出し装置）18A  メダルタンク（メダル貯留部）
　19　下皿排出口
　２　メダル貸出機（遊技機用台間機）
　20　外箱（台間機本体）　　　　　　21　紙幣投入口
　22　紙幣カウンター　　　　　　　　23　貸し出しメダル払い出し装置
　３　一括投入機構
　30　本体カバー　　　　　　　　　　31　一括投入開口
　32　平坦部　　　　　　　　　　　　33　メダル貯め部
　34　メダル戻り部　　　　　　　　　35　移動調整弁
　37　メダル送出部　　　　　　　　　38　払い出し通路
　39　キャンセル開口（排出用開口）
　40　ノズル部（投入移送通路）　　　41　メダル受け口
　42　メダル移送路　　　　　　　　　43　メダル排出口
　44　メダル検知センサ
　50　メダル送り装置　　　　　　　　51　ローラ
　52　逆転ローラ　　　　　　　　　　53　搬送ベルト
　54　送出間隙　　　　　　　　　　　55　駆動モータ
　60　サイドポケット（蓋体）　　　　61　正面板
　62　側面板　　　　　　　　　　　　63　取手
　64　係止孔　　　　　　　　　　　　65　ストッパー
　66　張り出し部　　　　　　　　　　67　上側開口部
　68　ロック　　　　　　　　　　　 68A　係止片
　69　軸支部
　70　メダル排出通路　　　　　　　　71　上部開口
　72　背面開口　　　　　　　　　　　73　側方連結路（外部返却通路）
　74　屋根部　　　　　　　　　　　　75　開閉扉
　76　突片　　　　　　　　　　　　　77　側方連結出口
　78　上方落下口　　　　　　　　　　79　通路本体（内部排出通路）
　80　排出装置　　　　　　　　　　　81　ソレノイド
　82　開閉板
　90　排出ダクト（外部連結通路）　 100　側面開口（外部返却口）
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